
やっぱり。公明党やっぱり。公明党
妊婦健康診査　7万円⇒11万6840円に！
　安全な出産のためには、14回程度の受診が望ましいとされています。しかし、経済的な理
由で『飛び込み出産』が問題となっていました。
 そのため公明党は、国でも市でも、様々な形で妊婦健診の無
料化を訴えてきましたが、平成２５年度より、14回の標準的な
妊婦健診費用がすべて公費助成されることになりました。
 内容　14回70,000円　→　116,840円に拡充　

（問い合わせ:☎５５－０４１６ 健康推進課）

通学路の危険個所対策
　亀岡市の集団登校中の事故を受け、私たちは市長に「通学路安全
対策についての緊急提言」を行い、「関係者が一堂に会し、子どもの視
点で総点検すること」等を申し入れました。
　その後、ＰＴＡ・教職員・警察そして市が一緒に
通学路を点検しました。
　国においても我が党の主張が反映され、今回の
補正予算に通学路の安全対策費が盛り込まれま
した。これを受け、私たちは通学路の安全確保に
更に全力をあげます。

放課後児童会（Ｈ２５年4月より）4年生まで延長へ
　保護者の強い願いがあったにもかかわらず、長い間、放課後児童会は3年生（障がいが
ある児童は4年生）まででした。それが今回ついに動いたのです。
 私たちは富田林市の例をあげながら、委員会や議会で学年延長を強く迫りました。その
結果、「まず4年生に対し全小学校で実施する」となったのです。
　6年生までは、今後3年間で段階的に実施される予定です。
　わたしたちは、保護者が働いているかどうかで子ど
も達を分けるのではなく、一緒に遊びたい子どもの気
持ちに寄り添って「放課後児童会」と「放課後子ども教
室」を合わせて実施する「放課後子どもプラン」の必
要性も訴えています。

（問い合わせ：☎54－0005　青少年育成課）

　「人間が幸せに生きていく」・・それが公明党の目的です。それを実現する
ために全国約3000人の公明議員（約3分の1が女性）が、ネットワークを組
み、地域の人々の心に寄り添い頑張っています。

小水力発電
　原発に頼らない電力の開発は喫緊の課題
です。自然がいっぱいの河内長野市は、小水
力発電に向いています。その普及研究を是非
行うべきだと私たちは訴えてきました。
　このたび大阪府立大と連携し、小水力発電
の研究がなされることになりました。本当に
良かったです。
（問い合わせ：☎53－1111　環境衛生課）

３ワクチン
の定期接種
　子宮頸がん・乳幼児の細菌性髄膜炎を予防
するヒブ、小児用肺炎球菌の予防ワクチンが平
成25年4月から予防接種法に基づく定期接種
になります。費用は国が9割まで負担です。
　公明党の国と地方のネット
ワークの力で強力に推進したも
ので、みなさまに大変喜ばれて
います。
（問い合わせ:☎５５－０４１６ 健康推進課）

（子宮頸がん・ヒブ・
　小児用肺炎球菌）
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富田林市の放課後児童会を視察
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皆さまのお声がカタチとなりました！

紀見トンネルの崩落事故（公明ネットワーク力の発揮）
　今年１月３日に、河内長野市と橋本市を結
ぶ国道３７１号線の紀見トンネルの側壁のコ
ンクリートがはがれ落ちました。幸いなこと
に、その時、歩行者や車が通っていなかった
ので、大きな事故には至らず、ほっと胸をなで
下ろしましたが、この事故は新聞にも掲載さ
れ、テレビでも大きく報じられました。

ピロリ菌 保険適用 （胃がん予防が大きく前進）
　胃がんの原因、ピロリ菌の感染による慢性胃炎について、除菌
するための複数の薬剤が、今年2月21日から保険適用となりま
した。胃がん対策について公明党は国会で何度も取り上げ、ピロ
リ菌の感染が胃がん発生の原因の一つであることを政府に認め
させ、北海道や九州で大規模な署名をし、取り組んできました。

「市民後見人」
　「市民後見人」とは、判断能力が不十分になっ
た高齢者をサポートする「成年後見人」を弁護士
などの専門職だけに任せるのではなく、資格を
持った市民が行うものです。
　私たち公明党は、高齢社会に向け「広く市民に
後見人の資格を取ってもらう」ことを要望してい
ましたが、今回の予算でその養成講座を開くこと
が決まりました。本当に良かったです。
（問い合わせ：☎　53－1111　生活福祉課）

　東日本大震災では学校が避難所となり沢山の被災者を、長い間、支援することになりま
した。このことから公明党は府内の全自治体一斉に「学校防災拠点総点検」として、避難
所としての学校の現状を調べることにしました。
　河内長野市議会公明党の4議員も手分けして住民と一緒にすべての小中学校を点検し、
大阪府へ報告並びに要望をしました。
結果は下記の通りでした。

公明党が与党になり、防災・減災の取り組みが進んでいます。公明党の主張が反映された
補正予算の中に防災・安全交付金5,498億円があります。この予算を使い、本市では防災
力の強化として次のことを予算化しました。
　　① 防災無線をデジタル化・機能拡充し、各学校に配置
　　② 防火水槽の耐震補強
　　③ 小・中学校に災害用備蓄倉庫の設置と避難所用照明・発電機の配備
　　④ 中学校に心肺蘇生用トレーニング物品を配備
学校の耐震化も前倒しで実施しています。平成26年度にはすべての小中学校の耐震化が
終わる予定です。

1月3日　トンネル内の側壁が崩落
　  4日　地元公明市議が浮島智子国会議員に報告と対応を依頼
　　　　　　　　　　↓
　　　　 その日のうちに、浮島議員（公明党）は国交省に連絡
　　　　　　　　　　↓
　　　    国交省より、正月なので業者が休業中、すぐには対応できないと返事あり
　　　    そこで、緊急の対応を浮島議員は太田明宏国交大臣（公明党）に直談判
　　　　 その日のうちに片側通行規制による総点検・工事開始
　12日　全面通行が可能になる
　13日　浮島衆議院議員・河内長野市公明議員4人・橋本市公明議員2人・
　　　　 本市副市長・和歌山県担当部長で現場を視察し、併せて371号バイパスの
　　　　 早期完成を要望。（素早い対応ができ、本当に良かったです。）

【経　過】

点検結果：①　学校施設内の衛星通話電話の有無　全学校　なし
　　　　　②　災害時優先電話指定の有無　　　　全学校　あり
　　　　　③　自家発電設備の有無　　　　　　　全学校　なし
　　　　　④　太陽光パネル設置の有無　　　　　小学校２校　あり
　　　　　⑤　蓄電池の有無　　　　　　　　　　全学校　なし
　　　　　⑥　水確保の有無　　　　　　　　　　浄水装置全学校なし
　　　　　⑦　学校施設内に防災倉庫の有無　　　全学校　なし
　　　　　⑧　学校施設内に備蓄倉庫の有無　　　全小学校　あり・中学校　なし
　　　　　⑨　洋式トイレの有無　　　　　　　　全校舎にあり、体育館になし
　　　　　⑩　シャワーの有無　　　　　　　　　全学校　あり
　　　　　⑪　マンホールトイレの有無　　　　　全学校　なし
　　　　　⑫　学校施設内における災害時要援
　　　　　　　護者の避難に備えた特別な場所　　全学校　なし

避難所としての学校
2013 年 1月 13 日

期日前投票が便利に！
　高齢者から「市役所で期日前の宣誓書
を書くとき、自分の事なのにドキドキして
書きにくい。何とかならないか。」というお
声を頂いていました。
　投票率をアップするためにも、「もっと利
用しやすく。」と要望していたところ、投票
整理券の裏に記入欄が設けられました。自
宅で記入していけばいいので大変便利に
なりました。


